
■温州みかん

■すだち

■うめ

【病害虫防除】

温州みかん
時期 対象病害虫 薬剤名 希釈倍数 収穫前日数 使用回数

2,000 前日 １回
3,000 ７日 ２回以内
   600 ３０日 ４回 〃 
   600 ３０日 ４回 〃 

チャノキイロアザミウマ アドマイヤー（フ） 3,000 １４日 ３回 〃
※ダニゲッター（フ），メビウス（フ）はアザミウマ類にも有効

すだち
ベルクート（フ）加用 2,000 前日 ２回以内
トップジンM（水）または 2,000 〃 ５回　〃
ベンレート（水） 4,000 〃 ２回 〃

ゆ　ず
ストロビー（ド）  または 2,000 １４日 ３回以内
オキシンドー（水）80    800 ３０日 ３回 〃
コロマイト（水）  または 2,000 ７日 ２回 〃 
ダニゲッター（フ） 2,000 前日 1回
　※2剤ともオキシンドーとの混用を避けること。

か　き

キノンドー（水）80　または 1,000 １４日 ５回　〃
ジマンダイセン（水）    600 ４５日 ２回　〃

うどんこ病（多発園） ストロビー（ド） 3,000 １４日 ３回　〃
発生時 カメムシ類 スタークル（顆） 2,000 前日 ３回　〃

■水稲

◇水管理
　出穂前後は水分が必要なので水を切らさないようにします。
　収穫前まで間断かん水で管理しますが、落水は刈取作業に差し支えない限り遅らせます。
　（そのために、しっかりした中干しをしておくことが必要です。）

収穫前 貯蔵病害

８月
中下旬

黒点病

ミカンハダニ

炭疽病
８月 上旬

カキノヘタムシガ
アグロスリン（水）または
パダンSG（水溶）

1,000
1,500

前日
４５日

３回以内
４回　〃

８月
下旬

ミカンハダニ
ミカンサビダニ

黒点病

 ダニゲッター（フ）または
 メビウス（フ）加用
 ジマンダイセン（水）または
 ペンコゼブ（水）
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◇かん水
  降雨が少なく土壌の乾燥が続くようであればかん水する。かん水の開始は、旧葉の黄化また
は日中の葉の巻き始めを目安にする。
◇台風対策
　台風被害としては、強風による樹の倒伏、枝折れ、果実の損傷等があり、病害発生を伴う品質
低下があります。台風の進路予想を確認しながら、樹の状態に応じた事前の対策を行う。

◇摘果・摘葉と果実の緑色保持
　摘果の仕上げと摘葉は、収穫２０日前までに行い、緑色の濃い果実に仕上げましょう。
緑色保持対策は次のとおり。
　①収穫予定７～３０日前にジベレリン液剤５００倍（１回）を果実に散布する。
　②８月初旬に硫安（８kg／１０a）を施用する。

◇夏季剪定
　樹冠内部の日当たりをよくするため、８月下旬から９月上旬に、冬季剪定の７０％を剪定する。



■夏秋なす

■オクラ

【病害虫防除】
対象病害虫 薬剤名 散布量 使用回数

いもち病 コラトップ（粒） 3～4ｋｇ／10a ２回以内

紋枯病 リンバー（粒） 3～4ｋｇ／10a 2回　〃

うどんこ病 トリフミン（水） 3,000倍 ５回以内

ハダニ類
ミナミキイロアザミウマ

コテツ（フ） 2,000倍 ４回 〃 

ハスモンヨトウ
オオタバコガ

プレオ（フ） 1,000倍 ４回 〃

うどんこ病 トリフミン（水） 5,000倍 ３回以内

オオタバコガ プレオ(フ） 1,000倍 2回　〃

ハスモンヨトウ プレバソン(フ）５ 2,000倍 ３回　〃

【いきいきファーマーズ視察のお知らせ】
　今年度のいきいきファーマーズ県外視察については次のとおり実施します。会員でない方も
会員登録することにより参加可能（但し定員40名）ですので、8月１5日までに役場に申し出てく
ださい。
視察先：愛媛県宇和島市　平石吉三郎氏「みかん園地でのドローン活用」
日 　時：令和７年８月２５日（月）
　視察では、ドローンを活用したみかん栽培についてお話を伺います。平石先生は、今年２月
４日に、みかん活性化大会に講師としてお招きしていましたが、都合によりリモート出演のみと
なっておりました。７０代半ばでありながら２ｈａのみかん園地をドローンで管理して７年目になる
ようなので、ドローン防除のメリット・デメリットについてのお話を聞けるかと思います。

収穫14日前
収穫14日前

２回 〃
３回 〃

夏秋
なす

収穫前日

収穫前日

収穫前日

オクラ

収穫前日

収穫前日

収穫前日

◇カメムシ類
  出穂すると周辺雑草に潜むカメムシが、稲穂をめがけやってきます。周辺雑草の草刈は、
出穂2週間前には終えてください。出穂直前の草刈は田んぼに追い込むので逆効果です。
◇いもち病
　出穂後、穂いもちに注意が必要です。低温、日照不足、肥料過多で発生が助長されます。
◇紋枯れ病
　高温により発生が助長されます。下葉から発生し、次第に上の葉まで広がります。
　「あきさかり」は、発生しやすいので注意してください。

◇追肥
　ＮＫ化成　２０ｋｇ／10a程度を７～１０日間隔で施します。着果量が多くなれば追肥の間隔を
短くします。苦土欠乏が出ないよう硫酸マグネシウム２０ｋｇ／10aを適宜施用します。
◇病害虫防除
　高温乾燥が続くとハダニ、アザミウマ等の発生が多くなるので、発生初期のうちから定期的
に防除します。また、８月中下旬からハスモンヨトウ、オオタバコガ等の発生が増加するので、
注意深く観察してください。

◇追肥
・肥切れさせないように、Ｓ６０４またはＮＫ化成８０８を畦肩や通路に１０～２０ｋｇ／10aを、
　１０日間隔で施用する。
◇かん水
・乾燥が続くと、肥料が効きにくくなるので、追肥にあわせて適宜かん水する。

収穫前日数

水稲

（穂いもち）
出穂30日前～5日前

収穫30日前

カメムシ類
ウンカ類

キラップ（粒）または
トレボン（乳）

３ｋｇ／10a
1000～2000倍

＜お問い合わせ先＞
勝浦町農業振興推進班

勝浦町農業振興課42-1505 JA農業振興戦略実践課088-538-7180 徳島農業支援ｾﾝﾀｰ088-626-8768


